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  可視的変形（Visible Difference：以下 VD）とは先天的・後天的の如何に関わらず、顔
などの身体外表にみられる見た目の違いのことを指す（松本、2008）。イギリスの統計調査
によると可視的変形の総発生率はおよそ人口の 0.9%である（Martin et al., 1988）。先天性







を与える可能性が指摘されている（Drotar et al., 1975）。また、小学校入学や初めてのクラ
ス替え、転校や中学校・高校への進学といった環境移行は、他者からの VD についての質









このように、VD に関わる心理社会的問題は、他者・社会の側の VD についての知識・理
解と大変密接な関係にあるといってよい。その一方で、VD に関する支援は現在まで VD 者
本人とその家族に対する支援がほとんどである。こうした中で、いくつか他者・社会に向
けた VD「支援」の試みがなされている。例えばイギリス Changing Faces の一連のポスタ
ーキャンペーンがそれである。Changing Faces（CF）は、イギリス国家公認チャリティで、
可視的変形を有する人々に対する心理的支援や権利擁護活動を行っている。活動拠点はロ
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ンドン、だが、イングランド西部のブリストルでは、Outlook と呼ばれる NHS 指定の心理
的支援機関を運営している。2007年にはスコットランドに支部が誕生した。 
CF では、その発足（1992 年）当初から、新聞や雑誌、テレビなどさまざまなメディアを
有効に活用して、VD についての社会啓発活動（Public awareness campaign）を行ってい














関東地方の A 大学で、2006年秋に、Changing Faces で作成された VD の啓発ポスター5
枚を呈示して、その後自由記述質問紙に記入を求めた。研究参加者は日本の大学生 50名（男
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い回答も見られた。次に VD に対する感情反応について見てみると、「悲しい」「痛そう」 
「気持ち悪い」等、感情と関係する回答が見られた。また、「なにも感じない」といった回
答も見られた。ここから、VD を見た者によっては、不快・恐怖などの感情が喚起される傾






































けであった。このように VD 者の性格についてのステレオタイプは大きく二極に分かれた。 

















（Ⅱ）子どもが VD だったとき 














 第 2部の質問に共通して、VD の子どもを産んでしまったという罪悪感や責任につながる
ような回答が多く見られた。従来、VD を母親のせいと考えて、母親が家族から責められた




(Ⅲ)回答者本人が VD になったとき 





























表 2 VD に対する他者の反応 
  
 
Ⅰ（一般） Ⅱ（子ども） Ⅲ（自身が VD） 
感情 ショック 自責 絶望 
思考 社会生活に難 罪悪感 - 
態度 回避 普通に育てたい 回避 
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Attitude toward peple with visible difference 
Using posters for public awareness 
Manabu Matsumoto 
 For the purpose of investigating Japanese undergraduate students’ attitude toward 
people with visible difference, photo posters of people with visible difference using 
public awareness campaign in UK were showed at a class in A university in Kanto area. 
After showing these posters, 50 undergraduate students were asked with 
free-questionnaire about the impact of public awareness posters of people’s faces with 
visible difference. Result showed that their attitudes depends on their own situations 
related to visible difference. If they have some experience with people with visible 
difference(meet or talk to them, know friends with visible difference), they seemed to 
be able to  understand the meaning of this poster. But if they have no relation with 
people with visible difference, they seemed to be confused whether these posters are 
real photos or not. It is suggested that if people know people with visible difference, 
poster will be a good chance to think about visible difference. But when people have no 
interest or won’t face visible difference, posters may not effective for public awareness.  
Further research should be done for verify what kind of posters will be more effective 
for public awareness of visible difference, especially for people not knowing visible 
difference.    
 
 
 
